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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
イネの細胞 ･組織培養はイネの育種や遺伝学的研究に必要不可欠な技術である｡ 培養由来イネを育種や
遺伝学的研究に利用するにあたり,あらかじめこれらのイネの特徴を解析することが必要である｡ 本論文
は,プロトプラスト培養および懸濁培養由来イネと窮培養由来イネの特徴を遺伝学的に解析したものであ
り,評価すべき点は以下の通りである｡
1.イネのプロトプラスト培養及び懸濁培養に由来する再分化個体を多数得て,これらの自殖後代に発
生する培養変異を調査した｡その結果,培養変異の頻度は高 く,変異は特定の培養期間に起こりやすいこ
とが明らかになった｡培養のどの段階で変異が発生しやすいかについて検討した例はこれまでない｡今回
の結果は,培養由来イネに発生する変異を減らすためには,懸濁培養やプロトプラストの培養は極力避け
る方がよいことを示している｡
2.高頻度で出現する培養変異の遺伝的特性についてはなお不明の点が多かったが,本研究は培養由来
の突然変異形質は,基本的に安定に子孫に遺伝することを示した｡このことは,培養変異を突然変異育種
に利用するには都合がよい｡
3.薪培養由来集団をRFLPマーカーを用いて解析 し,11の染色体領域で分離比に歪みが生じている
ことを示した｡また,このうち3つの領域は薪培養の方法によって歪み方が異なることを示した｡本研究
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の結果は,イネの荊培養由来集団に発生する分離の歪みの程度は,F2集団や組換え型自殖系統集団とほ
ぼ同じであることを示した｡このことから,薪培養由来集団は他の集団と同じようにマッピング等の目的
に使用できることが明らかになった｡
4.第1染色体の分離の歪みを起こす領域には荊からのカルスの誘導に関わる因子が,第10染色体の同
様の領域には再分化の過程でアルビノ植物に対する緑色植物の比を高める因子が,それぞれ存在すること
を明らかにした｡この結果は,荊培養での再分化の能力を支配する遺伝子の存在をより具体的な形で証明
すると共に,荊培養での再分化能を支配する遺伝子の機能を具体的に分析するための手がかりを提供した｡
以上のように,本論文は,各種の培養方法に由来するイネの特徴について,遺伝学的な手法を用いて明
らかにしたものであり,イネの育種ならびに遺伝学の分野に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年2月20日,論文ならびにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学
位を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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